
●
返
還
猶
予
＝
中
学
卒
業
後
、
高
校
、

　

大
学
に
進
学
し
た
場
合
に
は
、
在

　

学
期
間
は
返
還
を
猶
予
で
き
ま
す
。

　

＊
な
お
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
重

　
　

度
の
後
遺
障
害
の
あ
る
方
に
は
、

　
　

介
護
料
の
支
給
制
度
も
あ
り
ま

　
　

す
。

●
問
合
先
＝
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

鹿
児
島
支
所

　

０
９
９（
２
２
５
）０
７
８
２

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
と

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

●
と
き
＝
８
月
９
日（
木
）

●
時
間
＝
10
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ
＝
樋
脇
保
健
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先
＝

　

▼
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
　

０
９
９
６（
２
２
）２
３
０
０

　

▼
樋
脇
支
所
市
民
福
祉
課

イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
指
示
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

農
林
業
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
は
、
猟
期（
11
月
〜
翌
年
３
月
）

以
外
に
つ
い
て
は
、
農
林
業
作
物
へ

の
被
害
報
告
が
あ
っ
て
か
ら
猟
友
会

へ
捕
獲
指
示
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
、
農
林
業
作
物
へ
の
被
害
が
減

ら
な
い
こ
と
や
個
体
数
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
市
町
村

ご
と
に
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

捕
獲
頭
数
を
定
め
、
農
林
業
作
物
へ

の
被
害
が
な
く
て
も
猟
友
会
へ
捕
獲

指
示
が
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
変
更

し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
農
林
業
作
物
へ
の
被

害
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
猟
友
会
の
会

員
を
見
掛
け
た
と
き
は
、
こ
の
制
度

に
伴
う
捕
獲
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
＝
本
庁
林
務
水
産
課
林
業

　

振
興
Ｇ（
内
線
４
２
６
１
）お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課

愛
玩
飼
育（
メ
ジ
ロ
飼
養
）に

つ
い
て

　

野
鳥
は
、「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」で
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
19
年
度
か
ら
メ
ジ
ロ
だ
け
が

捕
獲
お
よ
び
飼
養
で
き
、
１
世
帯
に

１
羽
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

更
新
分
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま

せ
ん
）

　

メ
ジ
ロ
を
愛
玩
用
と
し
て
捕
獲
や

飼
養
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
許
可
申

請
や
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

決
ま
り
を
守
っ
て
、
違
法
な
捕
獲

な
ど
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
登
録
手
数
料
お
よ
び
更
新
手
数
料

　

＝
３
４
０
０
円

●
申
請
・
問
合
先
＝
本
庁
林
務
水
産

　

課
林
業
振
興
Ｇ（
内
線
４
２
６
１
）

　

お
よ
び
各
支
所
産
業
建
設
課

薩
摩
川
内
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　

農
産
物
の
加
工
技
術
習
得
の
た
め

に
施
設
を
提
供
し
、
食
の
生
活
環
境

改
善
に
寄
与
す
る
た
め
、
市
で
は
農

産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
ご
家
族
・
ご

友
人
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
所
期
間
＝
毎
年
１
月
５
日
〜
12

　

月
28
日

　

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
申
請
・
問
合
先
＝
右
表
の
各
施
設
、

　

本
庁
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ（
内
線

　

４
２
２
１
）お
よ
び
各
支
所
産
業

　

建
設
課

施設名 開所時間 電話番号

陽成町農産物加工センター ８:30〜17:15 0996（30）2514

樋脇婦人の館 ９:00〜17:00 0996（37）2854

大馬越農村研修館 ８:00〜20:00 0996（44）2730

祁答院大村北部生活センター ９:00〜17:00 0996（55）0893

上甑生活改善センター ９:00〜22:00 09969（2）1424

下甑農林産物加工センター ８:30〜17:15 09969（7）0910

鹿島物産加工センター ８:30〜17:15 09969（4）2915

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
「
鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー
が
輝

く　

快
適
ロ
ー
ド
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
実
施
し
ま
す
。
交
通
マ
ナ
ー
を
守

り
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
期
間
＝
７
月
21
日（
土
）〜
30
日

　
（
月
）ま
で
の
10
日
間

●
運
動
の
基
本
＝
子
ど
も
と
高
齢
者

　

の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点
＝

　

①
飲
酒
・
暴
走
な
ど
無
謀
運
転
の

　
　

追
放

　

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●
問
合
先
＝
本
庁
防
災
安
全
課
危
機

　

管
理
Ｇ（
内
線
４
９
４
１
）

小
型
船
舶
免
状
の
更
新
・
失
効
講
習

●
と
き
＝
７
月
29
日（
日
）

　

13
時
か
ら

　

＊
受
付
は
12
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル
２
階

　

第
６
会
議
室

●
内
容
＝
更
新
講
習
・
失
効
講
習

●
対
象
＝
有
効
期
限
が
１
年
以
内
に

　

切
れ
る
免
状
ま
た
は
失
効
し
て
い

　

る
免
状
を
お
持
ち
の
方

●
受
講
料
＝

　

▼
更
新
講
習
料
＝
８
６
０
０
円

　

▼
失
効
講
習
料
＝
１
万
４
６
０
０

　
　

円

　

＊
写
真
代
、
送
料
を
含
む

　

＊
写
真
は
当
日
会
場
で
撮
影
し
ま

　
　

す
。

●
必
要
書
類
＝
更
新
ま
た
は
失
効
の

　

海
技
免
状
、
本
籍
記
載
の
住
民
票

　

の
写
し

●
問
合
先
＝
西
園
海
事
事
務
所

　

０
９
９（
２
２
３
）０
３
６
５

「
は
り
・
き
ゅ
う
の
日
」

無
料
健
康
相
談
会

　

ひ
ざ
・
腰
の
痛
み
や
肩
こ
り
な
ど

で
お
悩
み
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
と
き
＝
８
月
５
日（
日
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

●
と
こ
ろ
＝

　

▼
川
内
地
域
＝
中
央
公
民
館
２
階

　
　

和
室

　

▼
樋
脇
地
域
＝
樋
脇
保
健
セ
ン
タ

　
　

ー
２
階　

保
健
指
導
室

●
問
合
先
＝
薩
摩
川
内
鍼し

ん
き
ゅ
う灸
師
会

　

下し

も茂

　

０
９
９
６（
２
０
）１
１
４
７

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
１
１
０
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
、
あ
る
い

は
ヤ
ミ
金
な
ど
で
お
困
り
の
方
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
と
き
＝
８
月
10
日（
金
）

　

14
時
〜
18
時

●
と
こ
ろ
＝
湯
原
司
法
書
士
事
務
所

　
（
若
葉
町
）

　

０
９
９
６（
２
２
）１
８
６
４

●
問
合
先
＝
森
法
律
事
務
所

　

０
９
９（
２
２
５
）１
８
０
０
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